
学校と博物館、学びの架け橋に。 

～明治史料館を活用した学習のご案内～ 
  

明治史料館では、例年市内の小中学校からの依頼を受け、館内の見学や出前授業な

どを行っております。ぜひ下記のプログラム等をご活用ください。 
 

出前授業 ※当館の職員が学校に出向いて授業、または授業のサポートをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆紹介する先人例 

青山於菟（模範校長）/井口省吾（陸軍大将）/江原素六（教育者）/江藤千萬樹（考古学者）/ 

岡野喜太郎（スルガ銀行創設者）/木下秀四郎（岳陽少年団の生みの親）/佐々木古桜（「戦中絵日記」）/佐々

木次郎三郎（駿東病院院長）/庄司良朗（浮島ヶ原開拓）/杉山周蔵（実業家）/積惟勝（東京都立沼津戦時

疎開学園副園長）/辻真澄（郷土史家）/徳川家康（江戸幕府創設者）/名取栄一（第７代沼津市長）/西尾麟

角（教育者）/北条早雲（戦国大名）/プチャーチン（ロシア極東艦隊司令長官）/平林広人（興農学園）/ 

水野忠友（沼津藩藩主）･･･など                                   

 

 

 

 

 

◇授業例 ＜４５分授業、テーマ「沼津の先人」＞ 

 ８：４５～８：５５ 発問しながら、現在の沼津市について(観光名所や特産品など)を確認 

 ８：５５～９：０５ 沼津の先人を紹介（３～５人程度） 

 ９：０５～９：２０ 各先人たちが沼津に与えた影響を考察（グループ学習も可） 

 ９：２０～９：３０ まとめ 

 
 

 

 

 

 

 

 

裏面もあります→ 

     

  ＜参考資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  当館での授業のようす 

小学校 

※ご相談に応じて上記人物以外も承ります。 



素六学習（見学） 

→郷土の偉人の１人、江原素六について説明を聞いたあと、展示室の見学をします。 

⇒説明では江原素六の功績と人柄を紹介。展示室では、子どもたちに「素六クイズ」を配り、答えを探してもら

いながら見学をする、という形式です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街のようすの移り変わり 

→当館が所蔵する、幕末から昭和平成の沼津市域の写真を見ながら、街のようすの移り変わりを学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ほかにも、様々な学習に対応可能です。 

複数の内容を組み合わせた授業も可能です。 

 

お問合せは下記の連絡先までお願いします。 

◇見学例（１時間３０分） 

 

 ９：３０～１０：００ 江原素六についての説明 

１０：００～１０：３０ 館内見学、素六クイズに挑戦！ 

１０：３０～１０：４５ 休憩＆自由見学（３階南側展示室） 

１０：４５～１１：００ 答え合わせと解説、質問コーナー 

 
 

 

 

 

 

 

 
◇授業例（４５分授業） 

 

１０：００～１０：１０ 現在の沼津市について説明 

１０：１０～１０：３０ 沼津の昔の写真、現在の写真を見比べる 

１０：３０～１０：４０ 写真を見て気付いたことを発表 

１０：４０～１０：４５ まとめ 

 

 

▲素六学習のようす 

▲当館での街の様子の移り変わりの授業のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治史料館（担当：笛田） 

〒410-0051 沼津市西熊堂 372-1 

電話：055-923-3335 

ファクス：055-925-3018 

メールアドレス：cul-meiji@city.numazu.lg.jp 

 

 

 

 


